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イベント概要 

 

[企業名]  大日本印刷株式会社 

 

[企業 ID]  7912 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] アナリスト説明会 

 

[イベント名]  機関投資家・アナリスト向け サステナビリティ説明会 2025 

 

[決算期]   

 

[日程]   2025年 10月 15日 

 

[ページ数]  41 

  

[時間]   13:00 – 14:24 

（合計：84分、登壇：58分、質疑応答：26分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  6名 

   代表取締役社長   北島 義斉 （以下、北島） 

   常務取締役    宮間 三奈子（以下、宮間） 

   社外取締役    田村 良明 （以下、田村） 
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   執行役員    佐古 都江 （以下、佐古） 

   執行役員    坂田 英人 （以下、坂田） 

   IR・広報本部長   若林 尚樹 （以下、若林） 

 

[アナリスト名]* 野村證券    河野 孝臣 

   SMBC日興証券   花屋 武 

   ゴールドマン・サックス証券 鴨脚 光洋 

 

*質疑応答の中で発言をしたアナリスト、または質問が代読されたアナリストの中で、

SCRIPTS Asiaが特定出来たものに限る 
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登壇 

 

若林：定刻となりましたので、DNPグループ、サステナビリティ説明会を開始いたします。 

本日の司会は、私、IR・広報本部の若林が務めさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

本日は、大変お忙しい中、当社のサステナビリティ説明会にご参加いただき、誠にありがとうござ

います。 

本日は、説明会資料に沿ってご説明いたします。説明会資料は、DNP の Web サイトに日本語版、

英語版とも掲載されております。 

本日の登壇者は、代表取締役社長の北島および本スライドに記載の各担当役員の計 5 名でございま

す。 

本日の進行ですが、5 名の登壇者のご説明を 13 時から 14 時頃まで行い、その後、約 30 分間の質

疑応答を設けております。終了時刻は 14時 30分頃を予定しておりますので、よろしくお願いいた

します。 

それでは、ご説明に移らせていただきます。 

初めに、DNPのサステナブル経営について、代表取締役社長の北島よりご説明いたします。 

北島社長、よろしくお願いいたします。 
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北島：皆さん、こんにちは。代表取締役社長の北島です。本日は、DNP グループのサステナビリ

ティ説明会にご参加いただきまして、誠にありがとうございます。 

3ページをご覧ください。 

当社は、「人と社会をつなぎ、新しい価値を提供する。」という企業理念のもと、持続可能な社会

と心豊かな暮らしの実現を目指しています。 

私たちが目指す「より良い未来」の実現に向けて、独自の「P&I」（Printing & Information：印刷

と情報）の強みと多様なパートナーとの「対話と協働」による「P&I イノベーション」を核にして、

「価値の創出」と「経営基盤の強化」を両輪で推進しています。 

今年 7月に開催した「IR Day」では、「価値の創出」に向けた事業戦略を中心にお話しいたしまし

たが、本日は「経営基盤の強化」に向けた非財務戦略における「人的資本」「知的資本」「環境へ

の取り組み」に加え、持続的な成長を支える「コーポレート・ガバナンス」を中心にご説明します。 
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4 ページをご覧ください。初めに、当社のサステナブル経営の推進体制についてご紹介いたします。 

DNP は、取締役会の監督のもと、サステナビリティ推進委員会を中心に、企業倫理行動委員会と

BCM 推進委員会が連携し、環境、社会課題、コンプライアンス、事業継続などを含む全社リスク

を網羅的に管理しています。 

サステナビリティ推進委員会は、年 4 回の定例開催を基本として、必要に応じて適宜開催しており、

環境・社会・経済の急激な変化が経営に多様な影響を及ぼす中、これらの変動要因を的確に捉えて、

そのリスクを評価するとともに、中長期的な経営戦略に反映させています。 

私たちは変化が起きてから対処するのではなく、自らが主体となって、「より良い未来」に向かっ

て変革を起こしていきたいと考えています。 

こうした経営をリードするため、組織の強化を行い、私を委員長とし、本社の各部門を担当する取

締役および執行役員を委員とする体制に変更いたしました。この委員会では、中長期的なリスクと

機会の評価について毎年見直しを行い、DNP を取り巻く経営環境における中長期的な影響を定期

的に評価しています。 

このリスクと機会を踏まえ、重要課題として特定する「マテリアリティ」も適宜見直しており、そ

れに基づく成長戦略について委員会で議論を重ねています。これらの過程で決定する重要事項につ

いては、取締役会に報告と提言を行っています。また、委員会の議論を通じて、重点的に取り組む
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べきテーマや、緊急対応が必要な課題が生じた際は、複数の部門が連携する期限付きの分科会など

で、経営課題への柔軟かつ迅速な対応を推進しています。 

例えば 2024 年度は、企業価値向上を目的とした情報発信強化に関する分科会を立ち上げました。

半年間で価値創造ストーリーの具体化、各種開示媒体での一貫した編集体制の構築、能動的な情報

発信に向けた意識変革などに取り組み、社外の格付け機関の評価が向上するなどの成果がありまし

た。 

 

5 ページをご覧ください。続いて、サステナビリティ推進委員会で議論した中長期的なリスクと機

会についてご説明いたします。 

DNP は、事業に影響を及ぼす変動要因を中長期かつグローバルな視点で網羅的に抽出して、経

済・社会・環境の三つの軸で分析しています。これらの変動要因について、DNP にマイナスの影

響を及ぼすリスクを評価するとともに、変化を好機と捉えて、事業機会に転じるための方向性を明

確にしています。 

昨今注目されている関税や紛争問題などの地政学リスク、各国の人口動態が、当社のビジネスや事

業運営に及ぼす影響、DX や AI を含むデジタル技術の進展、サイバーセキュリティの脅威、気候変

動をはじめとする地球規模の環境関連の課題まで、急速に変化する外部環境にも柔軟に対応できる

よう、先を見据えたマネジメントに取り組むことで、事業の安定性と成長性の向上に努めています。 
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6ページをご覧ください。 

前のページでお示ししたリスクと機会の分析結果を踏まえて、DNP が社会とともに成長し続ける

ための重要課題として、四つのマテリアリティを 2024年 3月に特定しています。 

マテリアリティの特定に当たっては、リスクと機会による自社事業活動への影響や、社会に提供で

きる価値、そして DNP の強みなどを考慮しています。さらに、このマテリアリティに基づいて、

事業活動における重要課題として、グローバルかつ長期的な視点で「優先的に創出すべき価値」を

定め、8月に発行した統合報告書で公表いたしました。 

私たちは、競争力の高い事業を中心として継続的に価値を創出するとともに、人的資本と知的資本

の強化、環境への取り組みを軸とした「経営基盤の強化」を推進して、将来にわたって企業価値、

株主価値を高めていきます。 
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7 ページをご覧ください。持続的に価値を創出していくための「経営基盤の強化」の詳細をご説明

いたします。 

DNP は、「人的資本の強化」「知的資本の強化」「環境への取り組み」の具体的な KPI を設定し

て、サステナビリティ推進委員会で進捗状況をモニタリングしています。 

2024 年度も、おおむね計画どおりに進捗しており、来年 3 月末までの中期経営計画の目標達成に

向けて活動に力を入れています。特に環境関連の各指標とデータマネジメント基盤の利用者数につ

いては、当初の目標を前倒しで達成できる見通しが立ったため、より挑戦的な目標へと更新して、

取り組みを加速させています。 

来年 4 月にスタートする 3 カ年の中期経営計画でも、この三つを柱として、より高い目標を設定

し、その達成に取り組むことで企業価値を持続的に向上させていきます。 
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8 ページをご覧ください。サステナブル経営に関して、最後にコーポレート・ガバナンスの充実に

ついてご説明します。 

サステナブルな経営を実現するためには、あらゆるステークホルダーからの信頼を得ることが不可

欠だと考えています。そのため、DNP グループでは、さまざまなビジネスチャンスに果敢に挑戦

しながら、企業として果たすべき責任である「価値の創造」「誠実な行動」「高い透明性・説明責

任」の実践と、これを監督・監査するためのコーポレート・ガバナンスの充実を経営上の重要課題

と位置付けています。 

近年は、透明性の高い意思決定が企業に強く求められており、当社も社外取締役の増員により幅広

い知見を経営に取り入れ、意思決定の質を高めるとともにリスク管理を強化することで、ガバナン

ス体制を充実させ、サステナブルな成長と企業価値のさらなる向上を目指しています。 

このような DNP の取締役会を中心とした監督・監査体制や運営に関する考え方について、当社の

社外役員や従業員のみならず、投資家を含むステークホルダーの皆様にも理解していただけるよう

に、「コーポレート・ガバナンス基本方針」を明文化し、8月にWebサイトに公開いたしました。 

この基本方針には、これまでの当社におけるガバナンスの考え方、経営体制、役員の選・解任や報

酬に関する基本事項、取締役会の実効性を確保するための体制などを直近の取り組み状況なども含

めてまとめて記載しています。 
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コーポレート・ガバナンスにつきましては、以前から独立社外取締役 3 名による諮問委員会で検討

してきており、それによる提言を反映して、本年 6月の取締役会で決議いたしました。 

なお、この説明会の最後のパートでは、社外取締役であり諮問委員でもある田村取締役より、取締

役会を具体的に機能させる審議、議論の状況、実効性を高めるための施策などについて説明しても

らいます。 

以上、DNPのサステナブル経営の全体像についてご説明いたしました。 

今後も、DNP グループは、社会とともに成長し、「より良い未来」をつくり出していくために、

持続可能な価値創出に取り組んでまいります。引き続き、ご支援、ご期待を賜りますよう、よろし

くお願い申し上げます。 

この後は、「経営基盤の強化」に向けて取り組んでいるさまざまな取り組みの中から、特に今、注

力しているテーマについて、各担当からご説明いたします。 

私からの説明は以上です。ありがとうございました。 

若林：続きまして、「環境への取り組み」と「知的資本の強化」について、執行役員の坂田よりご
説明いたします。 

 

坂田：執行役員の坂田でございます。われわれの「環境への取り組み」についてご説明いたします。 
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12ページをご覧ください。 

われわれは、取り組むべき方向性と目標・ビジョンを示した「DNP グループ環境ビジョン 2050」

の実現に向けて、2030 年に到達する水準を定めた中期目標も掲げ、「価値の創出」と「経営基盤

の強化」の両輪で具体的な取り組みを進めています。 

 

13ページをご覧ください。 

この表の左から 2 列目に示す 2030 年の中期目標値は、昨年 4 月に、より挑戦的な目標値に引き上

げたばかりなのですが、現在のところ、大半の項目で計画を上回るペースで進捗しており、水使用

量削減を除き、今年度の目標を達成する見込みが立っております。 

水使用量削減に関しては、比較的水使用量が多いエレクトロニクス関連事業やメディカル・ヘルス

ケア関連事業において、需要増にともない生産規模を拡大したことが目標未達成に影響しています

が、今後、比較的水使用量が多い拠点の改善に傾注し、挽回していきたいと思っております。 
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14ページをご覧ください。 

企業のサプライチェーン全体で発生する間接的な GHG 排出量を示す Scope3 に関し、これまでの

われわれの目標は、購入量が多い上位 90%のサプライヤーに対し、SBT イニシアチブの水準に沿

った GHG 削減目標を定めてもらうといった目標だったのですが、今年 4 月にこの目標を 2030 年

度までに 2019 年度比で 27.5%削減するという数値目標にあらためました。これにより、サプライ

ヤーや物流会社と連携した Scope3の GHG削減活動をより強化していきたいと考えています。 

その具体的な例として、例えば原材料の製造などにともなう GHG 排出量の情報を集約しつつ、低

排出材料への移行を進めることに取り組んでいます。また、工場などから排出される CO2の分離回

収技術・装置の開発に、九州大学発のスタートアップである JCCL 社との協働で取り組み始めてい

ます。近い将来、自社だけではなく、サプライヤーさんとも一緒になって、社会全体の CO2削減に

も貢献していきたいと考えています。 
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15 ページをご覧ください。ここに示しているのは、これまでのわれわれの環境への取り組みに対

し、過去 1 年間で、社外から表彰、あるいは認定をいただいたものとなります。環境省や国際機関

などから多数の表彰・認定をいただいております。 

今後もわれわれは環境への取り組みを愚直に進め、環境配慮製品・サービスの拡大やステークホル

ダーからの信頼の獲得などにつなげ、企業価値の向上につなげていきたいと考えております。 
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16ページをご覧ください。 

持続可能な社会の実現に向けた当社の環境への取り組みを環境報告書にまとめました。こちらの

URLからご覧いただければ幸いです。 

https://www.dnp.co.jp/sustainability/report/pdf/dnp_csr2025data.pdf 

 

https://www.dnp.co.jp/sustainability/report/pdf/dnp_csr2025data.pdf
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17ページをご覧ください。 

引き続き私から、「知的資本の強化」に関する取り組みについてご説明いたします。 

 

18ページをご覧ください。 

われわれは、ここに記載している四つの基本方針を掲げ、知的資本の強化に取り組んでいます。本

日はこれらについて、事例などを交え、具体的な取り組み内容をご説明いたします。 
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19ページをご覧ください。 

私たち DNP は、これまで独自の「P&I」（Printing & Information）の強みを進化・深耕し、多く

のパートナーさんとともに多様な製品・サービスを生み出してきました。 

例えば、世界トップシェアの有機 EL ディスプレイ製造用メタルマスクは、印刷の版をつくる技術、

すなわち高い寸法精度で微細な穴を形成する技術を進化・深耕、応用することで生み出しました。 

同じく、世界トップシェアのディスプレイ用光学フィルムは、液体を薄く精密に、紙やフィルムの

上に塗布する技術を進化・深耕、応用することで生み出しました。 

また、アナログとデジタル、モノづくりとサービスなど、P と I の強みを掛け合わせた製品・サー

ビスの開発も進めています。 

ICカードの製造と発行や、印刷物の製造で培ってきた画像制作技術を活かし、教育・行政・接客な

どの分野でバーチャル空間サービスを展開するなど、P と I の両方の強みを活かした価値創出にも

挑戦しています。 
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20ページをご覧ください。 

DNP は、オープンイノベーション、すなわちアカデミアや企業など、外部パートナーとの連携に

よる新たな価値創出にも力を入れています。 

そのオープンイノベーションを促進するための場として、外部パートナーとの対話により共創のキ

ッカケをつくる「P&I ラボ」や、実現したい未来に向けてわれわれが取り組んでいるプロジェクト

情報を発信し、共創パートナーを募集するWebサイト「DNP INNOVATION PORT」などを設けて

います。 

直近生まれた共創テーマの事例としては、例えば、横浜国立大学と共同で RFID を活用した水素検

知システムを開発、Hyperion Drug Discovery 社と共同で iPS 細胞などの培養効率化に向けた可溶

性マイクロキャリアを開発など、社会課題の解決に資する共創テーマを生み出しています。 

また、「DNP INNOVATION PORT」では、量子技術や AIを活用し、物流の最適化を実現する研究

プロジェクトや、生成 AI を活用した新たなサービス展開を検討するプロジェクトなどがスタート

しています。 

生成 AIを活用した新たなサービス展開に関しては、Archaic 社と共同で、企業や自治体の業務プロ

セス全体の改革支援など、生成 AIを活用した事業の領域拡大に挑戦しています。 
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これらの取り組みの結果、われわれのオープンイノベーションの取り組み件数も着実に増えてきて

おり、例えば本社研究開発部門におけるオープンイノベーションの取り組み件数は、3 年前に比べ

倍増しています。 

今後も、多様なパートナーとの連携を通じて、新たな価値創出をさらに活性化させていきたいと思

っています。 

 

21ページをご覧ください。 

われわれは事業の構想段階から知的財産戦略を組み込み、事業部門・開発部門・知財部門が三位一

体となって連携し、知財を獲得して、独自の価値創出の優位性を確立するとともに、長期的に価値

を生み出すビジネスモデルを構築しています。 

特に世界トップシェアの製品・サービスにおいては、コア技術と周辺技術を網羅した特許網を戦略

的に構築し、競争優位性を確立しています。昨年 4月に DNP科学分析センター（旧 UBE科学分析

センター）を連結子会社化いたしましたが、同社が保有している先端分析の技術によって、例えば

こういった分子構造であればこの機能がより高まるんだといったことを解明する力が高まっており、

より技術的に深い特許出願につながっています。 

その結果、国内外における特許保有権利件数も着実に増えてきており、昨年 12 月に日本経済新聞

社の上場企業特許力ランキングで 2位に選出されるなど、外部からも高く評価されてきています。 
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22ページをご覧ください。 

製品・サービスの特許網の構築に力を入れている一方で、独自に開発した競争力の高い生産技術や

生産設備・システムに関しては、他社に模倣されることを防止するために、あえて特許出願せずに

ブラックボックス化し、そういった設備・システムについては、設計・製作から設置工事、保守に

至るまで内製化を進めています。 

世界トップシェアの製品は、その生産プロセスに独自の競争力の高い技術が盛り込まれており、ま

た、その独自技術が盛り込まれた生産設備・システムは内製化しています。これにより、長期的な

競争力を維持しています。 
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23ページをご覧ください。 

国内は人口減少にともない大きな市場伸長が望めない中、事業のさらなるグローバル展開が必要と

考えており、研究開発もグローバル化を推進しています。 

具体的な施策の一つとして、海外に研究開発拠点を設けることを進めており、ここに記載している

五つの視点で、どこに拠点を設け、何をするかを検討しています。 

その中で当社は、先月、オランダ、アイントホーフェン市のハイテクキャンパスに、当社にとって

初の海外研究開発拠点を開設いたしました。このハイテクキャンパス、アイントホーフェンは、約

300 の企業と研究機関、1 万 2,000 人以上の研究者、技術者、起業家が集まる欧州随一のイノベー

ション拠点で、半導体産業の育成のため、政府から大規模な投資が行われるなど、先端技術の研究

開発が盛んに行われています。 

そういったことから、この場所にわれわれの研究開発拠点を設け、現地パートナーを発掘しつつ、

連携を促進し、グローバルに通用する新製品・サービスの創出につなげていくことに決定いたしま

した。 

この拠点では、第 1 ターゲットのテーマとして、次世代半導体分野で注目されている光電融合技術

の研究開発に取り組み、欧州の先進的な研究機関や企業との連携を通じて技術革新を加速させてい

く予定です。 
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また、今後もさらなるテーマの拡充、第 2、第 3 の海外研究開発拠点の開設を検討していきたいと

考えています。 

 

24ページをご覧ください。 

当社は P&Iの強みをコアに多くの製品・サービスを生み出してきましたが、現在では社内で異業種

交流ができるほどに事業が多角化しています。 

そういった中、社内の多岐にわたる製品・サービス、技術の掛け合わせによって、「より良い未来」

の実現に貢献できる製品・サービスがさらに生み出せると考え、2 年前の 2023 年度から、「未来

づくりミーティング」と称する社内展示会を毎年開催しています。 

このミーティングでは、研究開発や技術部門の社員だけではなく、営業や企画、製造部門など、あ

らゆる部門の社員が、最新あるいは開発中あるいは構想中の製品や技術内容、アイデアを出展、紹

介し合いながらオープンに対話し、多くの製品・サービスのアイデアを創出しています。 

例えば、シート表面に凹凸形状を形成する賦型（ふけい）技術を用いた新製品のアイデアについて、

このミーティングにて対話し、空気抵抗が低減できるシートの製品開発につながっており、現在、

車両の走行性能が向上できるフィルムの開発に挑戦しています。 

また、このミーティングは、社員の挑戦マインドの醸成にも一役買っており、「オール DNP」の

総合力を高め、中長期的な企業価値の向上にも貢献していると考えております。 
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最後に、われわれの技術・研究開発投資額についてご説明いたします。 

これまでお話しさせていただきました「知的資本の強化の取り組み」、これを活性化させている中

で、24年度の技術・研究開発投資額は 375億円、前年比 106.6%となり、今年度は 390億円、前年

比 103.8%を計画しています。 

今後も、引き続き知的資本の強化に努め、「より良い未来」の実現につなげるとともに、企業価値

を向上させていきたいと思っています。 

私からの説明は以上です。ありがとうございました。 

若林：続きまして、人的資本関連の活動の中から、スポンサーシッププログラムによる持続的な成
長戦略について、常務取締役の宮間よりご説明いたします。 

宮間：常務取締役の宮間でございます。 

DNP グループは、人的資本を企業価値創出の要であり、成長の原動力と位置付け、2019 年以降、

人事諸制度の再構築とキャリア自律支援を進めてまいりました。 

本日は、人的資本強化に向けた取り組みの中でも、スポンサーシッププログラムについて焦点を当

て、企業価値との関連性についてご説明いたします。このプログラムは、単なる人材育成支援施策

ではなく、経営戦略と連動した意思決定層の多様性確保と人材育成文化の定着を目的とした DNP

独自の取り組みです。 
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26ページをご覧ください。 

DNP グループが「より良い未来」をつくり出すための重要な基盤であり、強みの源泉は、社員一

人ひとりの存在に他なりません。この認識に基づいて、広く社会全体を意識した仕組み・制度を施

行するとともに、社内だけではなく、社外から見ても魅力的な制度の構築・運用に努めています。 

例えば、2019 年度からの 3 年間、集中的に人事諸制度の再構築に取り組むなど、積極的な「人へ

の投資」を推進してきました。2022 年度には、こうした取り組みの前提である、人に対する DNP

グループの普遍的・基本的な考え方を「人的資本ポリシー」として制定、公表しています。 

この「人的資本ポリシー」に基づき、人への投資を拡大させるとともに、そのことが企業価値の向

上に明確に結び付いていることを目指しています。このポリシーのもと、左の図にありますように、

四つの重要課題、「社員のキャリア自律支援」「健康経営による幸福度向上」「人材ポートフォリ

オに基づく採用・育成・配置」「多様な個を活かす D&I（多様性と包摂）推進」となっています。 

それぞれに KPIを設定し、課題に基づいた施策が実行され、企業価値の向上に寄与し、そこで得た

付加価値を再び「人への投資」に充当するという好循環ループの確立を目指しています。 

こうした取り組みの結果、2024 年度の人的創造性は 2022 年度比で 8.2%向上するなど、人的資本

に関する指標は着実に伸長しています。 

 

27ページをご覧ください。 
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このような好循環をさらに加速させるために、意思決定層における多様性の確保が不可欠と考えて

います。それは、同質性の高い意思決定層では新しい価値が生まれにくく、リスクの見落としにも

つながるからです。 

DNP では、意思決定層の多様性を高めることで、盲点を減らし、持続可能な成長を支える体制を

構築しています。多様性は単なる人事施策ではなく、経営の質を高めるための構造的な課題と捉え

ています。 

 

28ページをご覧ください。 

現状のジェンダーギャップですが、過去 10 年間の取り組みにより、リーダークラスの女性比率は

2 倍と着実に向上しておりますが、部長以上の意思決定層においては依然として女性比率が低い状

況にあります。昇格のタイミングや経験機会の差がジェンダーギャップの要因となっており、構造

的な課題として認識しています。この課題に対し、DNP では育成と登用の両面からアプローチし、

持続的な改善を図っています。 
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29ページをご覧ください。 

このギャップの解消に向けて、DNP では部長以上の意思決定層における女性比率の低さを重要な

経営課題と捉え、階層別に目標を設定した育成計画を策定し、持続的な登用につながるパイプライ

ンの形成を進めています。この取り組みは、単なる数値目標の達成を目的とするものではなく、そ

れぞれの階層で多様性を実現するための基盤づくりです。 

次の課長職候補を育成する取り組みとして、実践型リーダーシップ研修があります。ここでは、

DNP グループでリーダークラスになった全女性社員を対象に、それぞれの職場でリーダーシップ

を発揮する機会を設け、キャリアアップへの意識醸成に取り組んでいます。 

こうしたパイプライン形成の中核を担う施策がスポンサーシッププログラムです。このプログラム

は研修ではなく、実践を通じて成長を促す仕組みであり、次世代の経営人材の育成と、多様な人材

が活躍できる風土の醸成を同時に実現することを目指す DNPの独自施策です。 
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30ページをご覧ください。 

スポンサーシッププログラムは、対象女性に対して所属部門の役員がスポンサーとして関与し、異

なる部門の役員がメンターとして支援いたします。この体制により、次世代経営リーダーに求めら

れる高い視座と広い視野の基盤となるストレッチ経験の提供、人脈形成、育成計画の具体化が可能

となっています。 

2024 年度は全役員が参加して、累計 670 時間以上の支援時間を投じ、対象女性 1 名に対して 2 名

の経営陣が伴走する体制で、育成計画の具体化、成果の可視化、知見の共有を進めました。経営陣

が主体的に関与することで育成施策の実効性が高まり、組織全体に人材育成を重視する風土が浸透

しています。育成文化の定着と組織風土の変革が同時に進むことで、人的資本の質的向上につなが

っています。 

また、プログラムの最終報告は社長、副社長が参加する場で発表され、経営陣同士による知見の共

有を通じて、育成への関与姿勢および支援の質が全社的に向上するとともに、人事ローテーション

と連動させることで、育成施策の実効性がさらに高まっています。 
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31ページをご覧ください。 

スポンサーシッププログラムの成果として、過去の受講メンバーの昇任状況はご覧のとおりで、着

実に育成と登用が進んでいます。また、パイプライン形成の初期段階にある実践型リーダーシップ

研修では、昨年度、研修前後で、「職場でリーダーシップを発揮する自信」が 75%の受講生で向上

するなど、定量的にも成果が表れています。 

このような成果は、パイプライン形成の取り組みが実効性をもって機能している証であり、意思決

定層の多様性は着実に進捗しています。 

今後も、育成施策の継続と制度的支援を通じて、登用の質と量の両面で成果につなげていきます。 
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32ページをご覧ください。 

こうしたパイプライン形成を進めていますが、現在、当社の取締役会の取締役および監査役を含め

た構成で女性比率は 16.7%です。当社は 2030 年までに取締役会の女性比率 30%以上を目標に掲げ

ており、スポンサーシッププログラムをはじめとする育成施策を通じて、社内外含め登用の選択肢

を持つことが極めて重要であると考えております。数値目標の設定によりコミットメントを明確に

し、ガバナンスの質的強化を図ってまいります。 
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33ページをご覧ください。 

最後に、DNP は人的資本施策を通じて、ガバナンスの強化と多様な人材の活躍機会の創出を実現

し、持続可能な成長と企業価値の向上を目指します。変化の兆しを的確に捉え、リスクを適切に評

価し、新たな価値を提供し続ける成長戦略を描いていきます。今後も、DNP の変化と進化にご注

目ください。 

私からの説明は以上です。ありがとうございました。 

若林：続きまして、情報セキュリティの取り組みについて、執行役員の佐古よりご説明いたします。 
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佐古：執行役員の佐古でございます。私からは、情報セキュリティの取り組みを「全体像」「ガバ
ナンス」「主な施策」「教育訓練」、最後に「現在の対策状況」の流れでご説明いたします。 

35ページをご覧ください。「全体像」になります。 

当社は、「より良い未来を実現する」という理念のもと、人と社会をつなぎ、新しい価値の提供を

進めています。しかしながら、その実現にはセキュリティ脅威への対策が不可欠となっています。

近年、サイバー攻撃は増加、高度化しており、これを経営リスクの重要項目の一つと位置付けてい

ます。 

私たちは、情報セキュリティ対策を、守りのみではなく、「P&I イノベーション」を支える基盤と

捉え、サプライチェーンを含めて対策を図ることを基本戦略の柱としています。 

資料の図は、当社の情報セキュリティを取り巻く環境変化と脅威、それに対する戦略、これを示し

たものになります。 

まず、図の左側にありますように、コロナ禍でテレワークの拡大、クラウドサービスの普及などに

よって、社内に接続する端末が非常に急増した。そして、IT環境が社内のみならず、クラウド上へ

と拡大し、複雑化していきました。従来のセキュリティ対策、例えると、出入口は一つ、入口で厳

重にチェックすれば建物の中にいる人や機器は全て安全といった考え方ではもう対応できなくなり、

何も信頼しない前提でのセキュリティ設計、ゼロトラストを導入しました。 
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中央の図は、昨今の環境変化、脅威です。頻繁に報道されておりますように、サイバーセキュリテ

ィ脅威が急激に増加し、そして被害が長期化しています。それにともない、グローバルで法規制が

制定・強化されるなど、社会的責任もさらに高まっています。 

そして右側、現在当社が進めている戦略、予防とレジリエンスの強化です。 

・AI・データガバナンスのセキュリティを強化し、安全に活用できる環境を整備する。 

・グローバルで統合的にセキュリティを管理し、サプライチェーンを含む法規制やリスク管理の仕

組みを構築する。 

・そして、予防策を講じて情報資産を保護し、インシデント発生を前提に回復力を強化していく。 

以上が、堅牢性と安全な価値創出を支える情報セキュリティ基盤の三つの柱です。 

 

次に、「ガバナンス」についてご説明します。36ページをご覧ください。 

当社では、2024年 10月に、急速に変化する ICT環境やグローバルでのセキュリティの脅威、これ

らに対応するため、「情報セキュリティ基本方針」を改定しています。 

また、経済産業省のガイドラインに沿ったインシデント対応の体制として、DNP の CSIRT を設立

し、国内外を問わず重大なインシデント発生時の対応体制を構築しました。 

そして、情報セキュリティ教育・研修の体系や、AI活用に向けたセキュリティを整備しています。 
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マネジメントの体制としましては、CISO（最高情報セキュリティ責任者）を中心に経営直轄、経

営と一体化した全社的な体制のもと、ゼロトラストや人材育成を含む多層的な対策を進めています。 

 

次に「主要な施策」についてご説明します。37ページをご覧ください。 

当社では、巧妙化するサイバーセキュリティの脅威を踏まえまして、予防策に加え、発生を前提に、

回復力、レジリエンスを重視しています。 

左上の図のように、平常時は予防策でリスクを軽減、インシデントの発生をできる限り早期に検知

し、そして、いざ発生した場合、最大限迅速に回復する。これらの強化を進めています。 

レジリエンス強化に向けては、IT資産を可視化し、脆弱性のスキャンと修正を迅速に対処する技術

的な対策を講じました。また、サイバー攻撃発生時の初動対応プロセスを明文化し、訓練も実施し

ています。 

グローバル視点では、セキュリティ基準を統一し、ローカライズを実施することで、各国法令への

対応を進めています。 

また、国内外約 4万 5,000台あります端末に XDR（Extended Detection and Response）技術を導

入し、24 時間体制でセキュリティアラートを監視しています。XDR は、端末の既知のウイルスの

発見や、通常とは異なる挙動を検知して、被害を未然に防止する技術的な施策です。全てのアクセ
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スを信用せず、確認してから都度都度許可するゼロトラスト、これと XDR を組み合わせることで、

多層的で堅牢な防御網を築いています。 

そして、クラウド生成 AI 対策です。生成 AI は、業務効率化や新しい価値創造の可能性を広げる一

方で、情報漏えいなどのリスクもともないます。当社では、「DNP グループ AI 倫理方針」を早く

に制定し、安全な AI 活用を徹底しています。また、安全な利用フレームワークとして、事前評価、

専用環境、データの保護、利用監視を組み合わせて実施しております。 

 

次に「教育訓練」についてご説明します。38ページをご覧ください。 

全社的な教育につきましては、年 2 回実施している情報セキュリティ基礎教育をはじめとして、年

4 回の標的型攻撃メール訓練、サイバー攻撃を想定した経営層向けの演習を実施するなど、全社員

から CSIRT 要員、経営層に至るまでの体系的なセキュリティ教育プログラムで対応力を強化して

います。 

この教育体系およびその演習は、Cyber Knowledge Academy、略して CKA が、社内はもちろんの

こと、外部へのサービスとしてもご提供しているものです。 
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最後に「対策状況」についてご説明いたします。39ページをご覧ください。 

教育につきましては、全社員および関係者を含め、約 4 万 5,000 名を対象に、基礎の教育、標的型

メール訓練の研修を実施し、いずれも実行率 100%を達成しています。効果も確認できています。 

サプライチェーンのセキュリティ管理では、取引先で仮にセキュリティインシデントが発生した場

合、当社の事業に影響が及ぶと想定される 285社を対象に、調達ガイドラインおよびセキュリティ

の対策状況を 10項目で調査を行いました。その結果、平均スコアは 83点となっています。調査結

果でリスクが高いと想定される企業様、項目、それらについては改善をお願いし、フォローアップ

を徹底しています。 

右の図をご覧ください。当社では外部評価を用いてセキュリティ状況を客観的に確認し、効果の検

証と改善に活用しています。BitSight スコアを採用し、今年度は目標を 770 点に定めて、現在 780

点と高水準を維持できております。BitSight は、インターネット上の公開データを収集・分析して

企業のセキュリティ水準をスコア化するものです。外部評価はリスクを定量的に把握して、対策の

合理性を示すことができます。 

これらを通じて、単なる守りのみではなく、透明性をもって情報開示しながら、継続的な改善を進

め、堅牢性、そして持続的な成長を支えるセキュリティ基盤を強化してまいります。 

ご清聴ありがとうございました。 
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若林：続きまして、ガバナンス強化の観点から、取締役会の実効性について、社外取締役の田村よ
りご説明いたします。 

田村：社外取締役の田村でございます。 

本日の説明会冒頭で、北島社長より、DNP のサステナブル経営を支えるコーポレート・ガバナン

スの強化・充実について説明がございましたが、私からは、取締役会の一員である社外取締役の職

務を通じて、当社のガバナンスへの取り組みに関して、日々感じていることを中心にお話しできれ

ばと思います。 

 

41ページをご覧ください。まず、取締役会の機能についてです。 

DNP は「より良い未来」をつくり出すため、多岐にわたる事業活動を展開しており、取締役会で

は、その業務執行状況を監督しつつ、中長期的な観点から DNP の目指す方向性を議論しています。 

スライドの図は、取締役会と経営陣の関係についての DNP の考え方を示したものです。経営サイ

ドがマテリアリティを意識した戦略を練り、それを取締役会に上程し、DNP の競争優位性や顧

客・市場のニーズという観点から議論をします。また、その執行状況を取締役会で確認し、必要に

応じて計画を見直すというサイクルを迅速・的確に運用することが、DNP の企業理念の実現につ

ながると考えています。 
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特に、経済環境などの急激な変化にともない、経営に影響を与えるリスクが多様かつ広範囲になる

中、社外取締役が経営陣から独立した客観的な視点から発言し、経営の意思決定に参画することは、

経営の透明性の確保と一般株主の利益の保護につながるものと考えます。 

もっとも、私を含む DNP の社外取締役がこの考え方に基づき、経営の一角を担うという重責を果

たすには、社内取締役との情報格差を解消する取り組みも必要ですので、社外取締役への情報提供

体制についてご説明します。 

 

42ページをご覧ください。 

DNP では、取締役会資料が事前に配布され、社外役員に対しては、担当する経営陣から議題の内

容について説明を受ける機会が設けられています。議題の内容を理解してから取締役会に臨め、取

締役会での実質的な議論につながっています。 

また、取締役会以外にも、全国の事業所や社内向けイベントで社員と対話する機会が設けられ、

DNPの実情を深く理解することができています。 

また、社外役員ミーティングでは、各社外役員の知見・経験を踏まえて多角的に意見交換し、取締

役会の運営等に関する提言、意見表明も行います。昨年の活動実績は、「コーポレート・ガバナン

ス基本方針」の 25ページに列挙しましたので、そちらもご覧ください。 
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このように、DNP の取締役会は、社外役員が実質的に議論できる場として機能するよう、さまざ

まに工夫して運営されています。 

 

43 ページをご覧ください。次に、企業理念の実現に向けた取締役会での議論についてご紹介しま

す。 

DNP は、企業理念の実現に向けた経営課題を「持続可能な企業成長に資する経営基盤の強化」お

よび DNP 独自の強みである「P&I による価値創出に求められるリソースの活用」と整理していま

す。取締役会には多岐にわたる議題が上程されますが、この経営課題を念頭に、各取締役が自らの

知見・経験を活かして発言し、活発な議論が行われています。 

例えば、DNP の強みである P&I の進化・深耕の観点からは、DNP の競争優位性を確認するととも

に、将来的な P&Iの発展や、それを支える人的資本の活用を議論したり、またステークホルダーと

の対話・協働の観点からは、情報開示のあり方や投資家等との対話状況を、事業機会・事業リスク

の観点からは、顧客・市場のニーズの状況や市場成長性も確認したりします。 

このように、取締役会では上程される議題に対し、短期的な視点だけではなく中長期を見据え、あ

りたい姿や経営戦略を多角的に議論しています。 
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44ページをご覧ください。取締役会の実効性評価について、最後にお話ししたいと思います。 

当社は毎年 4 月に、全取締役・全監査役を対象に、取締役会全体の実効性評価を実施し、改善課題

への取り組みを確認しています。私もステークホルダーを代表する取締役の一人として、公平に評

価をさせてもらっています。 

この実効性評価を通じて、現状の取締役会の体制や活動に関する取締役・監査役の率直な意見を把

握し、抽出された課題への対応を次年度に評価することで、取締役会全体の機能向上、監督機能の

強化を図っています。 

評価結果は例年 5 月の取締役会で報告されますが、その前後、4 月と 7 月で社外役員ミーティング

を開催し、取り組み課題の具体的な活動施策について、取締役会事務局と協議することで、この実

効性評価という仕組みの形骸化を防いでいます。 

今回、4 月に実施した実効性評価の全体的な結果は、8 月に公表しました「コーポレート・ガバナ

ンス基本方針」にも掲載しておりますので、そちらをご覧いただければと思いますが、スライドに

沿って簡潔に申し上げますと、DNP のガバナンス体制が前回に続き、総合的に実効性を有すると

の結果でした。 

今回の実効性評価は、分析結果とその課題への取り組みを中計最終年である当期の業務執行状況の

監督機能強化につなげることを意識し、各役員の役割をあらためて振り返るとともに、ガバナンス

上の課題を再認識することを目指したもので、自身の役割をあらためて振り返ることで、監督機能
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強化に向けた自身の経験・スキルのさらなる発揮や、中長期的な企業発展に向けた議論の活性化へ

の意欲もうかがえる結果となりました。また、昨年抽出した課題についても適切な改善が図られて

おり、さらなる改善に向けた取り組みを継続することを確認しました。 

そして、今回の分析結果を踏まえた今年の取り組み方針として、 

①現行の中計の進捗状況を振り返るとともに、次の中計の策定に向けて中長期的な視点での議論が

活性化するための施策を検討すること、 

②株主・投資家などのステークホルダーとの対話状況を引き続き取締役会にフィードバックすると

ともに、より建設的な対話を目指して、資本市場における当社の捉えられ方や対話のポイントな

どを取締役会で共有していくこと、を確認しました。 

私からの説明は以上です。ありがとうございました。 

若林：本日のご説明はこれで以上になります。 
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